
早
稲
田
大
学
の
理
工
学
術
院
は
、
基

幹
理
工
学
部
、
創
造
理
工
学
部
、
先
進

理
工
学
部
の
3
つ
の
学
部
と
5
つ
の
研

究
科
を
擁
す
る
。
理
工
学
術
院
総
合
研

究
所
（
理
工
総
研
）
で
は
、
7
つ
の
重

点
研
究
領
域
を
設
定
。
異
分
野
の
研
究

者
た
ち
が
連
携
し
て
、
新
た
な
研
究
分

野
を
創
出
し
て
い
く
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
理
工
総

研
の
木
野
邦
器
所
長
が
新
た
な
研
究
所

を
立
ち
上
げ
る
目
的
に
つ
い
て
説
明
し

た
。早

稲
田
大
学
は
、
教
育
と
研
究
を
通

じ
て
世
界
に
貢
献
す
る
ア
ジ
ア
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
、2
0
3
2
年
の
創
立
1 

5 

0
周
年
に
向
け
て
「W

aseda V
ision 

150

」
を
掲
げ
て
い
る
。

「
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
と
社
会
の
要
請

に
応
え
る
た
め
、
理
工
学
術
院
で
は
、

7
つ
の
研
究
領
域
を
重
点
化
し
、
先
端

的
か
つ
独
創
的
な
研
究
を
推
進
さ
せ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
隣
の
研
究
室
で
は
何

を
し
て
い
る
か
知
ら
な
い
こ
と
も
珍
し

ト
ヨ
タ
自
動
車
出
身
の
井
上
教
授
は
、

「
思
い
の
あ
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く

る
産
学
官
連
携
と
い
う
場
は
重
要
。
企

業
の
苦
し
い
状
況
を
打
破
す
る
ひ
と
つ

の
力
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
、
自
身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が

ら
話
し
た
。

理
工
学
術
院
基
幹
理
工
学
部
機
械
科

学
・
航
空
学
科
の
天
野
嘉
春
教
授
は
、

大
学
と
複
数
の
企
業
が
連
携
し
た
北
米

の
航
空
宇
宙
産
業
の
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
成
功
例
を
紹
介
し
、「
共
同
研
究

は
情
熱
を
傾
け
て
組
織
を
先
導
す
る
人

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
」と
語
っ
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
竹
内
淳

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
長
は
、

「
重
点
研
究
領
域
の
立
ち
上
げ
は
、
早

稲
田
の
理
工
が
研
究
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
明
ら
か
に

す
る
旗
印
と
な
る
で
し
ょ
う
」

と
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

く
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
従
来
接
点
が

な
か
っ
た
分
野
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ

と
で
新
た
な
研
究
成
果
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」

近
年
は
、
学
内
の
組
織
連
携
や
他
大

と
の
提
携
、
企
業
や
研
究
所
と
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
形
成
す
る
な
ど
、
チ
ー
ム

型
の
研
究
が
主
導
的
で
効
果
的
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
強
調
し
た
。

「
7
つ
の
研
究
所
は
、
学
内
の
研
究
組

織
に
と
ら
わ
れ
ず
枠
を
超
え
た
新
し
い

視
点
で
研
究
を
展
開
し
ま
す
。そ
し
て
、

ィ
ク
ス
な
ど
が
基
盤
技
術
と
な
る
。

◆
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
機
械
工
学
研
究
所　

草
鹿
仁
教
授

機
械
工
学
全
般
を
対
象
に
、
新
製
品

シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装
ま
で
詰
め
て
い

く
。
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
医
療
・
福
祉
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
・
モ
ビ

会場には大学関係者や企業の研究開発担当者、行政、
報道関係者などが数多く集まった

パネルディスカッションの座長を務めた天野教授は理工
総研の研究重点教員でもある

竹内淳学術院長は、「7 つの研究所では、やがてすばらし
い成果を生み出すような学生も育ててほしい」と語った

理
工
系
研
究
組
織
の
新
し
い
姿

重
点
研
究
領
域
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

2
0
1
8
年
4
月
、理
工
学
術
院
総
合
研
究
所
が
定
め
た
7
つ
の
研
究
領
域
を
推
進
す
る
研
究
組
織
が
新
た
に
発
足
す
る
。

そ
れ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
め
ざ
す
研
究
チ
ー
ム
の
未
来
像
が
語
ら
れ
た
。

文
＝
福
永
一
彦　

写
真
＝
木
村
和
敬　

地
球
規
模
で
起
き
て
い
る
課
題
の
解
決

に
も
貢
献
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
所
を
め
ざ
し
ま
す
」

ま
た
木
野
所
長
は
、
学
内
外
に
開
か

れ
た
研
究
会
と
し
て
「
早
稲
田
地
球
再

生
塾
（
W
E
R
S
）」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
も
発
表
し
た
。
課
題
解
決
の
た
め
の

企
画
立
案
と
実
践
、事
業
化
に
向
け
て
、

異
分
野
の
研
究
者
や
技
術
者
が
出
会
え

自
由
に
議
論
で
き
る
場
だ
と
い
う
。

「
知
を
結
集
さ
せ
て
地
球
再
生
の
道
筋

を
探
る
た
め
、
多
く
の
研
究
者
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

こ
れ
を
受
け
、
橋
本
周
司
・
早
稲
田

大
学
副
総
長
は
、

「
現
在
、
大
学
は
研
究
力
の
向
上
と
国

際
化
の
た
め
、
教
員
や
設
備
の
増
加
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
っ
て
い

ま
す
。
理
工
学
術
院
の
７
つ
の
研
究
所

は
、
大
学
全
体
の
底
上
げ
の
大
き
な
原

動
力
に
な
る
と
期
待
し
た
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

学
内
外
と
の
連
携
に
よ
り 

新
た
な
成
果
を
生
み
出
す

続
い
て
7
つ
の
重
点
研
究
領
域
の
代

表
者
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー

（
Ｐ
Ｏ
）
が
、そ
れ
ぞ
れ
研
究
所
を
紹
介

し
た
。

＊

◆
数
理
科
学
研
究
所　

小
薗
英
雄
教
授

数
学
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
3
つ
の
研
究

班
を
立
ち
上
げ
る
。
非
線
形
解
析
学
研

究
班
は
流
動
現
象
の
解
明
に
迫
る
。
計

算
数
理
科
学
研
究
班
は
計
算
科
学
技
術

シンポジウムは 2017 年 12 月に西
早稲田キャンパスの 63 号館で開催。
パネルディスカッションは天野嘉春
教授が座長を務め、パネリストとし
て各重点研究領域研究所の PO、基
調講演を行った安藤真・東京工業大
学副学長と井上秀雄・神奈川工科大
学教授ら 12 人が参加

を
開
発
し
、
統
計
数
理
科
学
研
究
班
は

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
処
理
に
関
す
る
研
究
を
行
う
。

◆
最
先
端
I
C
T
基
盤
研
究
所　

甲
藤

二
郎
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
デ
ー
タ
を

切
り
口
と
し
て
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を

支
え
る
I
C
T
基
盤
技
術
の
研
究
を
す

る
。
人
工
知
能
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
第
5
世
代
移
動
通
信
、
ロ
ボ
テ

の
研
究
を
展
開
す
る
。
ま
た
個
人
の
ゲ

ノ
ム
情
報
や
腸
内
細
菌
を
解
析
し
、
予

防
医
学
に
も
貢
献
し
て
い
く
。

＊

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

研
究
と
教
育
の
一
体
化
と
い
う
新
体
制

を
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
東
京
工
業

大
学
の
安
藤
真
理
事
・
副
学
長
と
、
産

学
連
携
で
の
技
術
開
発
を
強
化
す
る
神

奈
川
工
科
大
学
の
井
上
秀
雄
教
授
も
参

加
。
大
学
の
理
工
系
の
研
究
に
お
け
る

「
連
携
」
の
在
り
方
が
話
題
に
な
っ
た
。

安
藤
副
学
長
は
、
研
究
拠
点
形
成
や

戦
略
企
画
の
支
援
、
広
報
の
分
野
で
活

躍
す
る
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
（
Ｕ
Ｒ
Ａ
）
と
い
う
職
員
の
必

要
性
を
強
調
し
た
。

「
教
員
が
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
マ

ッ
プ
作
り
や
、
研
究
費
獲
得
の
た
め
社

会
や
企
業
の
動
向
を
探
る
活
動
に
よ
っ

て
、
学
会
や
企
業
と
の
横
の
つ
な
が
り

が
広
が
る
機
会
に
結
び
つ
き
ま
す
」

キーワード：SDGs、バイオエコノミー、
持続可能社会、低炭素社会、スマート社会、
AI、ICT、ロボティクスなど

リ
テ
ィ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
別
の
分
科
会

で
研
究
を
進
め
て
い
き
、
企
業
や
行
政

も
参
画
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る

活
動
も
行
う
。

◆
持
続
的
未
来
社
会
研
究
所　

柴
山
知

也
教
授

災
害
リ
ス
ク
を
可
視
化
し
て
個
人
の

行
動
選
択
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
め
ざ
す
。
土
木
工
学
、
資
源
、
建

築
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
環
境
や
社
会

基
盤
を
整
備
し
な
が
ら
個
々
人
の
行
動

の
変
容
に
よ
り
社
会
を
変
え
て
い
く
。

◆
先
端
基
礎
物
理
学
研
究
所　

寄
田
浩

平
教
授

物
理
学
で
は
、
研
究
分
野
ご
と
の
知

見
や
技
術
を
共
有
し
て
発
展
さ
せ
る
融

合
研
究
が
重
要
さ
を
増
し
て
い
る
。
最

先
端
の
素
粒
子
物
理
学
実
験
や
宇
宙
の

衛
星
実
験
な
ど
か
ら
、
早
稲
田
独
自
の

基
礎
物
理
学
を
発
展
さ
せ
、
新
粒
子
や

新
現
象
の
発
見
を
め
ざ
す
。

◆
先
端
化
学
知
の
社
会
実
装
研
究
所　

松
方
正
彦
教
授

基
礎
化
学
の
知
見
が
社
会
に
展
開
さ

れ
た
と
き
の
影
響
も
含
め
た
技
術
ア
セ

ス
メ
ン
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て

い
な
い
。
技
術
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
専
門

家
と
化
学
の
研
究
者
の
共
同
体
制
で
そ

の
評
価
手
法
を
生
み
出
す
。

◆
先
進
生
命
動
態
研
究
所　

大
島
登
志

男
教
授

生
命
科
学
の
研
究
は
分
子
、
細
胞
、

組
織
、
臓
器
、
個
体
と
い
っ
た
階
層
ご

と
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
包
括

的
に
理
解
す
る
た
め
の
生
命
情
報
科
学
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